
2019年11月25日（月）- 2019年 11月26日（火）

eumo Academy 第 2回経営者コース＠宮城

SDGs、ESG など企業の社会性が問われる時代に必要な経営スタイルである共感経営。共感を
よぶ経営とは何なのか。復興支援の地であり、一からの町づくりが求められた女川地域で、それ
ぞれに支えあいながら町づくりに奮闘する企業や行政の人 と々語り、今ある課題を見つめながら、
経営について考える。また仙台で地域のコミュニティや人を主体とした企業のあり方を考え実践
している、矢部園茶舗と六丁目農園に訪れ、彼らの大事にする地域、そして経営に触れます。実際
に地域に赴き、その土地で活動している人の姿、地域というひとつの会社のようなコミュニティの
あり方をみつめ、これからの経営についての視野を広げていくコースです。次世代経営陣や候補
者の方もぜひご参加ください。

地域の町づくりや
地域企業から学ぶ「共感経営」
経営者としての認識を広げる2日間

地域の町づくりや
地域企業から学ぶ「共感経営」
経営者としての認識を広げる2日間



【旅行代金】大人（20歳以上） 150,000円 ※代金はすべて消費税込みです。
【募集人数】30名 ※最少催行人数20名 【締切】 11月 1日（金）
【企画】株式会社 eumo　【協力】女川町　【旅行企画・実施】株式会社トビムシ
【お申し込み方法】  「第 2 回経営者コース＠宮城 参加希望」の件名で参加希望者全員のお名前、性別、生年月日、
ご住所、メールアドレス（文書添付が可能なもの）、ツアー中に連絡が取れる携帯電話番号をご明記の上、
tour@tobimushi.co.jp までメールをお送りください。

【旅行条件】  ※この旅行は現地集合現地解散です。集合解散場所である仙台駅までの交通手段は各自でご手配ください。ツアー中の移動は貸切バスを利用します。※旅行代金は「スケジュール（予定）」で
〇のついた食事代、宿泊代、貸切バス代を含みます。懇親会以外の飲み物代は含みません。 ※宿泊はホテル・エルファロです。 https://hotel-elfaro.com/ツインのお部屋をお一人様一部屋でご利用いただ
く予定です。※添乗員は同行しませんが、㈱eumoの社員が同行します。※参加を申し込まれる皆さんと旅行会社との通信は電子メールを利用します。お持ちでない方はその旨お知らせください。 ※定員を
超えるお申込がある場合、抽選となります。ツアーの詳細と、抽選の結果ご参加いただけなくなった方、または最少催行人員に満たないため実施しないときは、11月11日までに旅行会社から電子メール
でお知らせします。旅行条件を確認の上、指定日までに旅行代金を指定口座にお振込みください。※その他特別な配慮を必要とする方は、お申込の際、その旨をお申し出ください。状況により別に参加条件
を付与させていただく場合があります。

時　間

12:00

14:00

15:00

17:30

18:00

21:00

仙台駅集合・出発 ( 車内にて自己紹介 /ワークショップ )

女川の町歩き

eumo Academy 経営者コース 寺子屋＠女川
①講義：民間から見る公民連携のまちづくり
講師：女川町観光協会会長 阿部喜英氏
②パネルディスカッション
ゲストスピーカー：下記参照

ホテル・エルファロ着 チェックイン

ビストロ el epico( エルエピコ ) にて夕食・懇親会

ホテル・エルファロ着 宿泊
住所：〒986-2261 宮城県牡鹿郡女川町女川浜字大原
107 番 3 KK-7 街区 3画地

行　程 時　間
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朝食

チェックアウト、出発

塩竃神社参拝

株式会社 矢部園茶舗 代表取締役社長 矢部 亨 氏 
講演およびディスカッション

六丁目農園にて昼食

六丁目農園見学、株式会社アップルファーム 
代表取締役 渡部 哲也 氏 講演およびディスカッション

仙台駅解散

行　程
11月26日（金）【朝食〇、昼食〇、夕食×】11月25日（木）【朝食×、昼食×、夕食〇】

新井 和宏 氏 （株式会社 eumo 代表取締役）
1992 年住友信託銀行（現・三井住友信託銀行）入社、2000 年バークレイズ・グロー
バル・インベスターズ（現・ブラックロック・ジャパン）入社。2008 年 11 月、鎌倉投
信株式会社を創業。2010 年 3月より運用を開始した投資信託「結い 2101」の運
用責任者として活躍（個人投資家約1万9 千人、純資産総額約360 億円（2018 年
5 月時点））。2018年9月13 日株式会社eumo を設立。

西坂 勇人 氏 （GCストーリー株式会社 代表取締役）
1971 年生まれ、大分県出身。宮城教育大学卒業後、看板の材料商社に入社。
2000 年に独立し「看板ナビ（現・看板コンシェル）」を立ち上げる。05 年にサイ
ベイト株式会社を設立し、代表取締役社長に就任。2012年にgCストーリー株式会
社へ社名を変更した。さらには2019年にGCストーリー株式会社へ社名を変更。『働
きがいのある会社ランキング』4年連続ベストカンパニー。（総合3位、女性部門第
1位（2018年度 / 25-99名））

阿部喜英氏 (女川町観光協会会長 )
1968 年宮城県女川町生まれ。地元新聞紙販売所を経営。震災前より地元商工
会青年部活動を通じまちづくりに活躍する。震災を受け自らの会社、自宅を失い
ながらも民間のまちづくり団体の中核を担い、女川町の復興に尽力する。現在は
それらの活動が評価され、町観光協会会長、まちづくり会社取締役、町教育委員
等を務め民間におけるキーマンの筆頭となっている。

前野 隆司 氏 （慶應義塾大学大学院システムデザイン・マネジメント研究科委員長・教授）
2008 年より慶應義塾大学大学院システムデザイン・マネジメント（SDM）研
究科教授。研究領域は、ヒューマンロボットインタラクション、ハプティックインタ
フェース、認知心理学・脳科学、心の哲学・倫理学から、地域活性化、イノベーショ
ン教育学、創造学、幸福学まで。また、委員長を務める文理融合の大学院SDM 
研究科では、環境共生・安全などの社会的価値を考慮した様々なシステムのデザ
インに関する研究・教育を行っている。

須田 善明 氏 (女川町　町長 )
1972年宮城県女川町生まれ。明治大学経営学部経営学科卒。株式会社電通東北
（現：株式会社電通東日本）勤務を経て、1999年に宮城県議会議員初当選（3期）。
東日本大震災後の2011年11月、女川町長に初当選（2期目・現職）。被災地の
中でも特に甚大な被害を受けた女川町の復興に昼夜問わず奔走しながら、この復
興事業を通じて、これからの持続可能な地方都市のあり方についても考える。

青山 貴博 氏 (女川町産業振興課公民連携室室長 )
1972年宮城県石巻市生まれ。前職は女川町商工会参事。震災当初に設立され
た行政に対してまちづくりを提案する民間団体『女川復興連絡協議会』事務局と
して、『住み残る、住み戻る、住み来たる』をテーマに、復興プロジェクトを進める。
また、情報の風化を食い止めるため、命の尊さを伝えるため自身の九死に一生を
得た体験と女川町の現状について語り続ける。現在は女川町職員。

岩波 直樹 氏 （株式会社eumo ユーモアカデミーディレクター、株式会社ワークハピネス Co-Founder）
経営において自ら「人と組織のもつ潜在能力を最大限に引き出す」実践者とな
るべく 2002 年ワークハピネスの立ち上げに参画。経営におけるハピネスの創
造に取り組む。また、社団法人ユーダイモニア研究所では、共感資本社会の到
来を促進すべく人や組織のユーダイモニア度の測定研究や、自律分散型社会な
ど新たな社会システムの研究活動を行っている。 これまでの経験を活かし、現
在は株式会社 eumo でユーモアカデミーディレクターを務める。

【経営者コース 寺子屋 講師・ゲストスピーカー紹介】

１日目 2日目
  ※1 現地までの交通費は各自ご負担ください

スケジュール（予定）

株式会社トビムシ　〒106-0032 東京都港区六本木七丁目3 番13 号 トラスティ六本木ビル5 階　東京都知事登録旅行業 第 2-6290 号　国内旅行業務取扱管理者 永田麻未
Tel03-6447-0721　お問合せ受付時間10:00～ 17:00（土日祝休み）


